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悠久の長江と中国内陸を旅する
三
峡
ク
ル
ー
ズ
の
起
点「
重
慶
」、三
国
志
の
舞
台「
武
漢
」

武
　
漢

遊
覧
船
で
ゆ
っ
た
り

長
江
三
峡

楼
閣
か
ら
眺
め
る「
天
下
の
絶
景
」

重
　
慶

内陸部初の中央直轄市
二つの世界遺産も注目
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優雅な船旅を楽しめる三峡クルーズ

武漢三鎮を一望する黄鶴楼

三峡ダム全景

　
武
漢
は
中
国
内
陸
部
、
湖
北

省
の
省
都
で
、
人
口
約
９
８
０

万
人
。長
江
と
、そ
の
支
流
の
漢

江
が
合
流
す
る
位
置
に
あ
り
、

川
を
は
さ
ん
で
武
昌
、
漢
口
、

漢
陽
と
い
う
三
つ
の
町
に
分
か

れ
る
。
こ
れ
ら
は
総
称
し
て

「
武
漢
三
鎮
」と
も
呼
ば
れ
る
。

　
１
９
１
１
年
、
清
王
朝
を
倒

す
辛
亥
革
命
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
「
武
昌
武
装
蜂
起
」
が
発

生
し
た
場
所
で
も
有
名
。

　
「
黄
鶴
楼
」
「
東
湖
」
と
観

光
名
所
が
多
く
、
町
は
「
知
音

の
江
城
」
「
百
湖
の
都
市
」
の

異
名
も
。
郊
外
に
は
三
国
志
ゆ

か
り
の
古
戦
場「
赤
壁
古
戦
場
」

な
ど
の
見
ど
こ
ろ
も
あ
る
。

　
●
黄
鶴
楼

　
蛇
山
の
頂
上
に
建
つ
楼
閣

で
、
三
国
時
代
、
呉
の
孫
権
に

よ
り
見
張
り
台
と
し
て
築
か
れ

た
も
の
を
再
現
し
た
。
「
江
南

三
大
名
楼
」の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　
高
さ

・
４
㍍
、
五
層
の
楼

閣
で
、
最
上
階
に
登
る
と
武
漢

三
鎮
の
全
景
を
一
望
す
る
。
そ

の
景
色
は
「
天
下
絶
景
」
と
も

称
え
ら
れ
る
。

　
主
楼
の
周
り
は
勝
像
宝
塔
、

碑
廊
、
山
門
な
ど
の
古
代
建
築

が
あ
る
。

　
●
東
湖

　
面
積

平
方
㌔
の
広
大
な

湖
。
西
湖
（
杭
州
市
）
の
６
倍

あ
り
、
都
心
部
の
湖
と
し
て
は

中
国
一
。

　
周
囲
は
風
景
区
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
。聴
濤
、白
馬
、落
雁
、磨
山
、

吹
笛
な
ど
の
観
光
エ
リ
ア
に
分

か
れ
、春
の
蘭
、夏
の
蓮
の
花
、

秋
の
桂
、
冬
の
梅
と
、
四
季
折

々
の
景
色
を
楽
し
め
る
。

　
●
湖
北
省
博
物
館

　
東
湖
の
湖
畔
に
あ
る
省
の
総

合
博
物
館
。

　
「
越
王
勾
践
剣
」
「
曽
候
乙

編
鐘
」
を
は
じ
め
、
原
始
時
代

か
ら
現
代
ま
で
の
、

万
点
を

超
す
貴
重
な
文
化
財
を
収
蔵
し

て
い
る
。

　
●
武
漢
長
江
大
橋

　
長
江
に
架
け
ら
れ
た
最
初
の

鉄
道
道
路
併
用
橋
。
武
昌
区
の

蛇
山
と
漢
陽
区
の
亀
山
の
間
に

位
置
す
る
。

　
上
下
２
層
に
分
か
れ
、
上
が

自
動
車
道
路
と
歩
道
、
下
が
鉄

道
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
は
伝
説

や
神
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
鳥
獣

の
造
形
を
描
い
て
い
る
。
橋
を

建
設
し
た
労
働
者
の
英
雄
像
も

展
示
し
て
い
る
。

　
●
辛
亥
革
命
記
念
館

　
辛
亥
革
命
と
、
そ
の
発
端
と

な
っ
た
武
昌
武
装
蜂
起
に
関
す

る
展
示
を
行
う
記
念
館
。

　
別
名
を
「
紅
楼
」
と
い
い
、

元
は
清
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た

湖
北
省
諮
議
局
の
ビ
ル
だ
っ

た
。屋
内
に
は
孫
中
山（
孫
文
）

の
応
接
室
、
屋
外
に
は
孫
中
山

の
銅
像
も
展
示
。

　
●
赤
壁
古
戦
場

　
武
漢
市
内
か
ら
お
よ
そ
１
０

０
㌔
離
れ
た
赤
壁
市
に
あ
る
三

国
志
ゆ
か
り
の
古
戦
場
。

　
後
漢
末
期
の
２
０
８
年
、
曹

操
軍
と
孫
権
、
劉
備
連
合
軍
が

こ
こ
赤
壁
で
戦
い
、
連
合
軍
が

勝
利
。
そ
の
戦
い
は
三
国
志
の

物
語
の
中
で
も
名
場
面
と
さ
れ

て
い
る
。

　
一
帯
に
は
岸
壁
に
赤
く
「
赤

壁
」
と
刻
ま
れ
た
「
赤
壁
摩
崖

石
刻
」
や
、
戦
い
の
歴
史
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
赤
壁
の
戦
い
陳

列
館
」
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
や
古

跡
が
あ
る
。

　
長
江
三
峡
は
長
江
の
中
流
に

あ
る
瞿
塘
峡
（
く
と
う
き
ょ

う
）
、
巫
峡
（
ふ
き
ょ
う
）
、

西
陵
峡（
せ
い
り
ょ
う
き
ょ
う
）

の
三
つ
の
峡
谷
の
総
称
。
大
き

な
遊
覧
船
で
ゆ
っ
た
り
と
観
賞

す
る
三
峡
ク
ル
ー
ズ
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
標
準
的
な
コ
ー
ス
は
、
重
慶

で
乗
船
、
湖
北
省
の
宜
昌
で
下

船
す
る
３
泊
４
日
の
コ
ー
ス
。

途
中
、
数
カ
所
の
観
光
地
に
上

陸
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
船
旅

を
楽
し
む
。

　
●
瞿
塘
峡

　
重
慶
を
出
発
し
、
道
教
の
修

行
場
「
豊
都
鬼
城
」
、

層
の

楼
閣
「
忠
県
石
宝
寨
」
、
劉
備

終
焉
の
地
と
な
っ
た
楼
閣
「
白

帝
城
」な
ど
の
名
勝
を
巡
る
と
、

最
初
の
峡
谷
、瞿
塘
峡
に
着
く
。

　
刀
で
切
り
裂
い
た
よ
う
な
断

崖
絶
壁
の
間
、
幅
１
０
０
㍍
足

ら
ず
の
川
面
を
船
が
悠
々
と
航

行
す
る
。
長
さ
は
約
８
㌔
と
三

峡
の
中
で
最
も
短
く
、

分
程

度
で
通
過
す
る
が
、
「
峡
が
短

く
景
が
多
い
」
と
評
さ
れ
る
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
奇
景

を
見
ら
れ
る
。

　
●
巫
峡

　
二
つ
目
の
峡
谷
、
巫
峡
は
、

全
長
約

㌔
。
両
岸
に
巫
山
十

二
峰
の
美
し
い
山
々
が
立
ち
並

び
、
霧
が
立
ち
こ
め
る
様
子
は

山
水
画
の
よ
う
な
美
し
い
景
色

と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
巫
峡
の
入
り
口
か
ら
は
、
長

江
の
支
流
、
大
寧
河
の
峡
谷
を

巡
る
「
大
寧
河
小
三
峡
」
の
小

型
遊
覧
船
も
出
て
い
る
。
小
三

峡
は
竜
門
峡
、
巴
霧
峡
、
滴
翠

峡
の
総
称
で
、
全
長
約

㌔
。

さ
ら
に
上
流
に
は
全
長
約

㌔

の
「
小
小
三
峡
」
も
あ
る
。

　
●
西
陵
峡

　
巫
峡
を
出
て
最
初
の
支
流
、

「
神
農
峡
」
も
小
型
遊
覧
船
に

よ
る
峡
谷
巡
り
を
楽
し
め
る
。

　
長
江
に
戻
り
、
最
後
の
三
峡

は
全
長
約

㌔
と
最
も
長
く
、

険
し
い
渓
谷
の
西
陵
峡
。
浅
瀬

が
多
く
、
急
な
流
れ
が
特
徴
だ

が
、
近
年
は
航
路
の
整
備
が
進

み
、安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
東
と
西
の
区
間
に
分
か
れ
、

中
間
は
世
界
最
大
の
ダ
ム
「
三

峡
ダ
ム
」
が
あ
る
。

　
●
三
峡
ダ
ム

　
世
界
最
大
の
水
力
発
電
所
と

と
も
に
、
中
国
有
数
の
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
０
９

年
に
完
成
し
た
。

　
標
高
２
６
２
㍍
の
高
地
か
ら

ダ
ム
の
全
貌
を
望
む
「
壇
子
嶺

園
区
」
な
ど
の
遊
覧
コ
ー
ス
が

あ
る
。
水
の
流
れ
を
せ
き
止
め

る
エ
リ
ア
で
は
、
長
江
が
せ
き

止
め
ら
れ
る
雄
大
な
風
景
を
見

渡
せ
る
。

　
●
宜
昌

　
三
峡
ク
ル
ー
ズ
の
終
点
、
湖

北
省
の
宜
昌
市
は
、
「
三
峡
の

門
戸
」
と
呼
ば
れ
る
三
峡
観
光

の
も
う
一
つ
の
拠
点
。
か
つ
て

夷
陵
と
も
呼
ば
れ
た
２
４
０
０

余
年
の
古
い
歴
史
を
持
つ
都

市
。

　
三
峡
ダ
ム
な
ど
４
カ
所
の
水

力
発
電
所
ほ
か
、
中
華
チ
ョ
ウ

ザ
メ
を
飼
育
、
展
示
す
る
「
中

華
チ
ョ
ウ
ザ
メ
館
」
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
る
。

　
今
年
２
０
１
７
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。

両
国
で
多
く
の
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国

で
は
日
本
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
致
に
向
け
て
、
省
や
地
域

ご
と
の
Ｐ
Ｒ
事
業
も
盛
ん
だ
。国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。

今
回
は
中
国
内
陸
部
の
中
央
直
轄
市
「
重
慶
」
と
湖
北
省
「
武

漢
」
、
そ
し
て
両
市
の
間
の
「
長
江
三
峡
」
を
取
り
上
げ
た
。

重慶市人民大礼堂

大足石刻（宝頂山石刻群）

中国南方カルスト（天生三橋）

武漢近郊の赤壁古戦場（赤壁摩崖石刻）

長江と嘉陵江の合流点、朝天門広場を望む（撮影・馮学敏）

　
重
慶
は
北
京
、
上
海
、
天
津

に
続
く
、
中
国
４
番
目
の
中
央

直
轄
市
。
中
央
直
轄
市
と
は
省

と
同
格
の
行
政
区
域
。
も
と
は

四
川
省
に
属
し
て
い
た
が
、
１

９
９
７
年
、
内
陸
部
で
初
め
て

指
定
を
受
け
た
。

　
春
秋
時
代
の
巴
国
の
都
。
随

・
唐
の
時
代
は
渝
州
と
呼
ば
れ

た
こ
と
か
ら
現
在
も
町
の
略
称

は
「
渝
」
。
山
を
背
に
し
て
川

を
臨
み
、
町
全
体
が
山
に
寄
り

沿
っ
て
い
る
こ
と
か
ら「
山
城
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

　
人
口
は
お
よ
そ
３
千
万
人
。

長
江
（
揚
子
江
）
上
流
の
経
済

の
中
心
都
市
で
、
観
光
面
で
は

「
長
江
三
峡
下
り
」
の
起
点
と

な
る
ほ
か
、
郊
外
に
あ
る
世
界

遺
産
の
「
大
足
石
刻
」
「
中
国

南
方
カ
ル
ス
ト
」
が
有
名
。

　
●
重
慶
市
人
民
大
礼
堂

　
市
の
集
会
や
行
事
が
行
わ
れ

る
会
場
で
、
重
慶
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
的
存
在
。
礼
堂
の
高
さ


㍍
。
円
形
大
ホ
ー
ル
は
４
２
０

０
人
余
り
を
収
容
で
き
る
。

　
１
９
５
４
年
の
完
成
で
、
北

京
の
天
壇
に
あ
る
祈
年
殿
な
ど

古
い
建
築
物
を
模
し
た
。

　
礼
堂
の
前
に
は
大
理
石
を
敷

い
た
３
万
平
方
㍍
の
人
民
広
場

が
設
け
ら
れ
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　
●
朝
天
門
広
場

　
長
江
と
嘉
陵
江
が
合
流
す
る

場
所
に
設
け
ら
れ
た
広
さ
８
万

平
方
㍍
の
広
大
な
広
場
。
朝
天

門
と
は
重
慶
に
あ
っ
た

の
城

門
の
一
つ
で
最
大
の
も
の
。

　
観
景
広
場
、
護
岸
階
段
、
交

通
広
場
、
環
境
施
設
の
四
つ
で

構
成
さ
れ
、
二
つ
の
川
が
流
れ

込
み
ぶ
つ
か
り
合
う
様
子
が
壮

観
。

　
三
峡
ク
ル
ー
ズ
が
発
着
す
る

埠
頭
も
あ
る
。

　
●
重
慶
中
国
三
峡
博
物

館　
三
峡
と
重
慶
の
町
を
テ
ー
マ

に
し
た
博
物
館
。
「
壮
麗
な
三

峡
」
「
太
古
の
巴
渝
」
「
都
市

の
歩
み
」
「
抗
戦
の
歳
月
」
の

四
つ
の
基
本
展
示
が
あ
る
。

　
前
身
は
重
慶
市
博
物
館
で
、

収
蔵
文
物
は

万
点
余
。

　
●
磁
器
口
古
鎮

　
嘉
陵
江
の
ほ
と
り
に
あ
り
、

明
清
様
式
の
古
い
建
物
が
残

る
。
明
清
時
代
に
青
花
磁
器
の

生
産
と
搬
送
が
盛
ん
だ
っ
た
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
。

　
油
絞
り
、
糸
操
り
、
飴
作
り

な
ど
の
実
演
を
行
っ
て
い
る
。

春
節
に
開
か
れ
る
縁
日
も
名

物
。

　
●
大
足

　
町
の
中
心
か
ら
西
へ
お
よ
そ

１
７
０
㌔
。
こ
こ
大
足
区
で
有

名
な
の
は
１
９
９
９
年
、
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
大

足
石
刻
」
だ
。

　
唐
代
初
期
か
ら
宋
代
に
か
け

て
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教

関
連
の
石
窟
が
周
囲
の
山
々
に

作
ら
れ
た
。
石
窟
の
数
は

カ

所
以
上
。
こ
こ
に
５
万
体
を
超

す
造
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。
北

山
、
宝
頂
山
の
各
石
刻
群
が
有

名
。

　
●
武
隆

　
町
の
中
心
か
ら
南
東
へ
お
よ

そ
１
７
０
㌔
の
武
隆
区
に
は
、

２
０
０
７
年
に
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
「
中
国
南
方
カ

ル
ス
ト
」
が
あ
る
。

　
巨
大
な
洞
窟
の
崩
落
で
三
つ

の
天
然
の
ア
ー
チ
橋
が
形
成
さ

れ
た
「
天
生
三
橋
」
、
全
長
２

７
０
０
㍍
の
巨
大
な
石
灰
岩
洞

窟
「
芙
蓉
洞
」
が
エ
リ
ア
の
中

で
特
に
知
ら
れ
て
い
る
。


